
・各項目（時代）においてポイントとなる事項と、その展示手法の方向性を検討する。
・世界・日本の歴史を時系列に示した展示（年表）を軸に、強く訴求したい項目に対してそれぞれ異なった展示手法を検討する。
・展示手法として、学校連携等を踏まえて、タブレットの活用を検討する。

浜田の大地

古代浜田の形成

資料１

令和3年8月16日

トータルメディア開発研究所

■地層と化石の関係や日本海の形成から大地の成り立ちを示す。

〇石見畳ヶ浦の化石や黄長石霞石玄武岩等の資料や写真

〇地質に関わる地図イラストや写真

〇日本海や浜田の古環境イラスト又はイラストによる映像の投影

〇浜田の立体地形図パネル

■生活の様子を示すとともに、地域社会が形成されていく様子を示す。

〇旧石器時代から古墳時代の遺跡出土資料や古墳出土資料

〇出土資料の使い方を示すイラスト

〇生活風景のイラスト又はイラストによる映像の投影

〇周布古墳のジオラマ

■：展示内容のポイント ／ ○：展示資料と手法

常設展示の主な展示手法について
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中世浜田の領主たち

古代石見の中の浜田

■古墳をつくる時代から新たに大陸から伝わった仏教が全国に広がっていく

時代を経て、浜田に石見国分寺等が置かれ、石見の中心地となったことを

示す。

〇片山古墳のイラストや写真

〇下府廃寺出土瓦やイラスト

〇石見国分寺等出土瓦やイラスト

〇石見国と浜田の立体地図イラスト

（古代の国郡里（郷）や山陰道と駅等）

■浜田の領主たちの活躍を、各地域に点在する山城等の資料から示す。

〇領主に関わる古文書（レプリカ含む）の資料や写真

〇領主たちの居城と地図イラスト、写真

〇山城のジオラマ又はイラスト

■領主たちが港（浜田、長浜、三隅）を支配し、日本海沿岸や朝鮮王朝と交易したこと

を示す。

〇港の地図イラストや写真、映像

〇船のイラスト

〇日本海での航路イラスト

■：展示内容のポイント ／ ○：展示資料と手法
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城下町としての浜田 北前船寄港地・浜田

■津和野藩や浜田藩の成立や浜田城下町の建設と町の様子を藩主と関連させ

ながら示す。

〇近世成立期の石見の動きを示す地図イラスト又は映像

〇甲冑や絵図、古文書等の資料

〇浜田城のジオラマ

〇浜田城下町鳥瞰絵図を映像で演出

■浜田の北前船寄港地と西廻り航路による貿易の発展を示す。

〇諸国御客船帳等の海運資料や北前船に関わる資料

〇北前船の模型

〇西廻り航路等と各地の港を示す地図イラスト

〇自唐鐘浦至長浜浦海岸絵図を映像で演出

■北前船の貿易品等になった地場産業が、ユネスコの無形文化遺産や伝統工芸

品等として、現在にその技術が伝えられていることを示す。

〇石州半紙やたたら製鉄、石見焼、石州瓦、長浜人形等の資料や古文書等

〇生産道具や写真、イラスト

■石州口の戦いにより浜田城が落城し、他地域とは異なる経過を経て、近代に

移行した転換点を示す。

〇甲冑や古文書等の資料

〇落城した浜田城の出土資料

〇戦いの経過の地図イラスト

※浜田城や城山の自然をはじめ、北前船寄港地・外ノ浦等については、浜田

市浜田城資料館に誘導し、現地への案内や紹介等を行うものとします。

■：展示内容のポイント ／ ○：展示資料と手法
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浜田の発展

浜田県の成立と近代化

■長州藩支配を経て、浜田県の成立や島根県との合併をしながら近代化が図られた

ことを示す。また、浜田県による浜田地震の対応について示す。

〇浜田県の古文書や県庁舎の写真

〇浜田地震に関する古文書、写真

■山陰線の開通によって海運から鉄道輸送に転換したことを示す。

〇山陰線（浜田駅等）の開通に関わる写真

〇地図イラスト

■歩兵第二十一連隊の移駐による経済発展と戦時の浜田について示す。

〇連隊に関わる資料や写真、地図

〇戦時中の浜田に関わる資料や地図イラスト、写真

■日本経済の発展の中で、浜田の発展について示す。

〇浜田の各地域の移り変わりに関する資料

〇地図や統計情報を加工した地図イラストや写真、映像

■：展示内容のポイント ／ ○：展示資料と手法

4



浜田を築いた人々

暮らしのうつりかわり

■生産や生活に関わる民具の移り変わりから人々の生活様式が進展していった

ことを体験しながら示す。

〇民具とその使い方を示す写真や映像

〇地図や統計情報を加工した地図イラストや写真、映像

〇生活民具を置いた部屋の復元又は模型

■浜田市を代表する伝統文化である石見神楽や田囃子を示す。

〇石見神楽の衣装や面、道具を付けた人形や映像

〇田囃子の道具や写真

〇自立型パネルによる解説（文字、写真、イラスト）

■浜田を築いた偉人の生き方や業績を示す。

偉人展示は追加更新ができる手法とし、様々な人々を紹介できるようにする。

〇写真やイラスト、地図、文字資料

■：展示内容のポイント ／ ○：展示資料と手法
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